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インターバンクの声 （2017 年 8 月 3 日） 
 

ロンドン市場が動き始めてから静かに ADP 雇用統計の発表を待っていた円相場は、

前回の結果が上方修正されるなど、労働市場の底堅さが裏付けられたとして一旦は

ドル買いとなったが、111 円を上抜けることはなかった。 

さらに米金利が下げ始め、ブラード・セントルイス連銀総裁が「今年悪化しているイン

フレ見通しを考えれば、近い時期の追加装置は支持しない」との発言もあり、円相場

は再び 110 円台前半まで円買いが進んだ。 

昨夜は 110 円台前半で動きが止まるかと思われたが、ニューヨーク市場の後半には

米金利が上昇し始め、メスター・クリーブランド連銀総裁やウイリアムズ・サンフランシ

スコ連銀総裁がともに、徐々に緩和解除を進めるべきとの発言もあったことから、

ADP 雇用統計発表前の水準に戻している。 

今週に入ってからの円相場は、ドルの上値の重さと共に下値の底堅さも確認した感

もあり、110 円台で雇用統計を待つことになりそうだ。 
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